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画像処理装置

３次元ＣＧ．

被写体モデルの表面の反射パラメータとして、実物体に近い反射パラメータを動的
に決定する。

多視点カメラにより撮影された２次元画像から作成した３次元被写体モデルの表面
における反射パラメータの決定には視体籍交差法が用いられているが、その方法
による画像データは特定の照明環境下で撮影されており、その環境に特有の反射
成分を含むため撮影画像から反射パラメータを動的に分離することができなかった
が、本発明によれば、被写体モデルの表面の反射パラメータとして実物体に近い反
射パラメータを動的に決定することができる。

本発明は、被写体画像ごとに各表面領域に対応する対応領域の部分撮影画像を
選択２３し、データベース部２５から読み出された反射パラメータと複数の被写体画
像が撮影された照明条件とを用いて各部分撮影画像に対応する部分モデル画像
を作成２６し、表面領域ごとに部分撮影画像に対する部分モデル画像の適合度を
算出し、その適合度が最も高い部分モデル画像に対応する部分領域の反射パラ
メータを各表面領域の反射パラメータとして決定している。


